
明
治
二
七

(

一
八
九
四)

年
三
月
一
日
、
第
三
回
衆
議
院
議
員
選
挙

(

以
下
、
第
三
回
総
選
挙
で
統
一)
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
選
挙
で
は

自
由
党
と
国
民
協
会
・
立
憲
改
進
党
・
同
盟
倶
楽
部
・
政
務
調
査
会
・

同
志
倶
楽
部
・
東
洋
自
由
党
の
対
外
硬
六
派
が
激
突
し
、
改
進
党
幹
部

尾
崎
行
雄
が
地
盤
と
す
る
三
重
県
第
五
区

(

度
会
郡
・
志
摩
郡
・
南
牟

婁
郡
・
北
牟
婁
郡)

で
も
激
し
い
選
挙
戦
が
行
わ
れ
た
。
後
に

｢

憲
政

の
神
様｣

と
称
さ
れ
、
連
続
二
五
回
当
選
を
数
え
た
尾
崎
は
最
も
苦
戦

し
た
選
挙
と
し
て
第
三
回
総
選
挙
を
挙
げ
て
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て

い
る

(

１)

。私
は
今
日
ま
で
、
何
十
回
の
選
挙
を
経
験
し
た
が
、
ほ
ん
と
に
苦

し
い
と
思
つ
た
の
は
、
こ
の
時
で
あ
つ
た
。
こ
の
時
、
解
散
を
受

け
て
選
挙
区
に
帰
る
と
、
意
外
に
も
門
野
幾
之
進
君
が
、
私
と
選

挙
を
争
ふ
と
い
ふ
注
進
が
あ
つ
た
。
私
は
ギ
ョ
ッ
と
し
た
。
門
野

君
は
、
私
の
や
う
な
他
郷
の
風
来
坊
と
は
ち
が
つ
て
、
選
挙
区
な

る
鳥
羽
町
の
出
身
で
、
し
か
も
名
家
の
御
曹
子
で
あ
つ
た
。
私
が

慶
應
義
塾
に
学
ん
で
ゐ
た
こ
ろ
は
、
若
手
の
パ
リ
パ
リ
の
教
師
で
、

子
供
心
に
も
偉
い
人
だ
、
自
分
の
手
本
に
し
よ
う
と
思
ひ
こ
ん
だ

ほ
ど
の
人
物
で
あ
る
か
ら
、
私
は
大
い
に
困
つ
た

(

中
略)

こ
の
よ
う
に
、
尾
崎
が
最
も
苦
戦
し
た
と
さ
れ
る
第
三
回
総
選
挙
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
尾
崎
と
第
三
回
総
選
挙
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
は
数
少

な
く
、
尾
崎
の
伝
記
類
で
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い

(

２)

。
阪
上
順
夫
氏
は
第

三
回
総
選
挙
に
お
け
る
尾
崎
の
苦
戦
の
原
因
に
つ
い
て
、
尾
崎
の
慶
應

義
塾
時
代
の
師
で
あ
る
門
野
が
候
補
者
と
な
っ
た
こ
と
、
尾
崎
が
キ
リ

ス
ト
教
徒
で
あ
る
と
い
う
悪
質
な
話
が
流
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
指
摘
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し
た
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
て
い
な
い

(

３)

。

一
方
、
渡
辺
穣
氏
は
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
総
選
挙
に
つ
い

て
、
度
会
郡
や
宇
治
山
田
町
を
拠
点
と
し
た
立
憲
改
進
党
系
の
尾
崎
支

援
組
織
で
あ
る
好
友
会
を
中
心
に
分
析
し
た

(

４)

。
渡
辺
氏
は
好
友
会
が
白

井
清
栄
門
や
森
本
確
也
な
ど
三
重
銀
行
関
係
者
や
弁
護
士
な
ど
を
中
心

に
構
成
さ
れ
、
そ
の
構
成
員
を
宇
治
山
田
町
会
―
度
会
郡
会
―
三
重
県

会
へ
と
送
り
込
む
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
た
。
そ
の
上
で
、
第

三
回
総
選
挙
を
好
友
会
と
自
由
党
系
の
正
義
会
に
よ
る
本
格
的
な
激
し

い
選
挙
戦
と
位
置
づ
け
た
上
で
、
改
進
党
系
の
森
本
確
也
が
自
由
党
系

の
門
野
幾
之
進
と
の
二
位
争
い
を
制
し
た
結
果
、
第
五
区
が
改
進
党
系

の
地
盤
に
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。

だ
が
、
渡
辺
氏
の
分
析
は
あ
く
ま
で
好
友
会
が
分
析
の
中
心
で
あ
り
、

第
三
回
総
選
挙
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
二
頁
弱
の
分
析
し
か
な
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
史
料
も
尾
崎
行
雄
の
書
簡
を
収
録
し
た

｢

森
本
確
也
関

係
文
書｣

や『

伊
勢
新
聞』

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
点
に
課
題
が
残
る
。

ま
た
、
筆
者
も

『

伊
勢
市
史』

で
、
第
三
回
総
選
挙
と
自
由
党
事
務

員
龍
野
周
一
郎
や
門
野
幾
之
進
の
擁
立
計
画
、
立
憲
改
進
党
側
の
対
抗

策
に
つ
い
て
記
述
し
た

(

５)

。

近
年
、
加
地
直
紀
氏
は
第
三
回
総
選
挙
に
お
け
る
三
重
県
第
五
区
の

選
挙
戦
を
分
析
し
た

(

６)

。
そ
し
て
、
自
由
党
機
関
誌

『

伊
勢
新
聞』

が
門

野
幾
之
進
の
学
識
の
高
さ
を
強
調
し
て
尾
崎
を
批
判
し
た
こ
と
、
キ
リ

ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
た
事
実
か
ら
尾
崎
批
判
を
展
開
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
加
地
氏
は
尾
崎
の
自
由
党
や
政
府
ヘ
の
攻
撃
力

で
あ
る｢

健
舌｣

に
よ
っ
て
三
重
県
内
の
党
勢
拡
張
に
尽
力
し
た
こ
と
、

時
勢
に
応
じ
て
内
地
雑
居
論
か
ら
条
約
励
行
論
に
転
換
し
た
こ
と
が
選

挙
戦
の
勝
利
に
つ
な
が
っ
た
と
し
て
い
る
。
加
地
氏
の
研
究
は
三
重
県

第
五
区
の
選
挙
戦
を

『

伊
勢
新
聞』

や

『

東
京
朝
日
新
聞』

、『

大
阪
朝

日
新
聞』

な
ど
の
新
聞
資
料
や

『

立
憲
改
進
党
党
報』

を
用
い
て
明
ら

か
に
し
た
点
に
意
義
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
加
地
氏
の
研
究
は
尾
崎
の
書
簡
を
収
録
し
た

｢

大
隈
重
信

関
係
文
書｣

や
龍
野
の
日
記
が
収
録
さ
れ
た｢

龍
野
周
一
郎
関
係
文
書｣

な
ど
が
全
く
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
候
補
者
選
定
に
至
る
経
緯

が
新
聞
記
事
に
依
拠
し
て
い
る
た
め
、
立
憲
改
進
党
の
候
補
者
が
尾
崎

行
雄
に
加
え
て
、
前
議
員
の
角
利
助
で
は
な
く
森
本
確
也
に
な
っ
た
経

緯
に
つ
い
て
も
不
明
な
点
が
残
る
。
さ
ら
に
、
自
由
党
候
補
者
が
龍
野

で
は
な
く
、
門
野
に
な
っ
た
経
緯
や
自
由
党
総
理
板
垣
退
助
ら
の
関
与

に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
立
憲
改
進
党
の

地
方
組
織
好
友
会
や
自
由
党
の
地
方
組
織
正
義
会
が
候
補
者
の
擁
立
や
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選
挙
で
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
も
分
析
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。そ

こ
で
、
本
稿
で
は
、
第
三
回
総
選
挙
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
第

二
回
総
選
挙
の
経
緯
と
明
治
二
六
年
の
尾
崎
等
に
よ
る
三
重
県
遊
説
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
第
三
回
総
選
挙
に
お
け
る
立
憲
改
進
党
・

自
由
党
の
候
補
者
擁
立
過
程
を
再
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
三
重
県

第
五
区
に
お
け
る
立
憲
改
進
党
の
候
補
者
擁
立
の
過
程
に
つ
い
て

｢

大

隈
重
信
関
係
文
書｣

や
改
進
党
系
の
新
聞
史
料
な
ど
を
中
心
に
解
明
す

る
。
一
方
、
自
由
党
の
候
補
者
擁
立
過
程
に
つ
い
て
、
龍
野
の
日
記

｢

選
挙
の
塵｣

や
三
重
県
選
出
衆
議
院
議
員
栗
原
亮
一
の

｢

栗
原
亮
一

関
係
文
書｣

、『

伊
勢
新
聞』

を
含
む
自
由
党
系
や
そ
の
他
の
新
聞
史
料

等
を
用
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
際
に
、
尾
崎
の
回
想
に
登
場
す
る

尾
崎
・
門
野
陣
営
で
行
わ
れ
た
妥
協
策
の
真
偽
に
つ
い
て
も
再
検
討
す

る
。
さ
ら
に
、
第
三
回
総
選
挙
の
予
想
得
票
状
況
を
分
析
し
た
上
で
、

尾
崎
・
森
本
陣
営
の
勝
因
を
指
摘
し
た
い
。

第
一
章

第
二
回
総
選
挙
と
好
友
会
の
成
立

当
時
の
総
選
挙
は
男
子
二
五
歳
以
上
で
直
接
国
税
一
五
円
以
上
を
納

め
る
者
に
選
挙
権
を
与
え
る
制
限
選
挙
で
あ
り
、
原
則
一
区
一
名
の
小

選
挙
区
制
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
枚
の
投
票
用
紙
に
候
補
者
を
二
名
連

記
す
る
二
名
連
記
投
票
制
の
二
人
区
と
い
う
例
外
も
あ
り
、
三
重
県
第

五
区
も
県
下
唯
一
の
二
人
区
で
あ
っ
た
。
三
重
県
第
五
区
は
度
会
郡
、

答
志
郡
、
英
虞
郡
、
北
牟
婁
郡
、
南
牟
婁
郡
で
あ
り
、
お
お
む
ね
現
在

の
伊
勢
市
以
南
全
域
に
あ
た
る
広
範
な
選
挙
区
で
あ
っ
た
。

こ
の
三
重
県
第
五
区
を
地
盤
と
し
て
い
た
の
が
、
尾
崎
行
雄
で
あ
っ

た
。
尾
崎
は
神
奈
川
県
津
久
井
郡
又
野
村
出
身
で
あ
る
が
、
父
の
尾
崎

行
正
が
度
会
県
の
役
人
を
務
め
、
退
官
後
も
宇
治
山
田
町
の
郊
外
に
居

住
し
て
い
た
。
尾
崎
は
殖
産
事
業
な
ど
で
熱
心
に
活
動
し
た
行
正
の
縁

を
頼
り
、
第
五
区
か
ら
候
補
者
に
な
っ
た
と
さ
れ
る

(

７)

。
そ
し
て
、
第
一

回
総
選
挙

(

明
治
二
三
年
七
月
一
日)

で
は
、
尾
崎
が
一
七
七
二
票
を

獲
得
し
、
二
位
の
北
川
矩
一

(

一
四
三
八
票)

と
と
も
に
当
選
し
て
い

る
。だ

が
、
第
二
回
総
選
挙

(

明
治
二
五
年
二
月
一
五
日)

は
、
尾
崎
行

雄
(

立
憲
改
進
党)

、
角
利
助

(

無
所
属
・
明
治
二
四
年
七
月
一
〇
日

の
北
川
矩
一
辞
職
に
伴
う
補
欠
選
挙
で
当
選)

の
前
代
議
士
と
新
人
で

自
由
党
系
の
高
木
貞
太
郎
、
竹
原
撲
一
が
激
し
く
競
り
合
う
選
挙
で
あ
っ

た
。
尾
崎
は

｢
選
挙
干
渉｣

や
当
時
三
重
県
を
風
靡
し
て
い
た
地
価
修
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正
派
か
ら
地
価
修
正
反
対
論
者
と
誤
解
さ
れ
て
批
判
さ
れ
た
た
め
に
、

苦
戦
し
た
。
だ
が
、
尾
崎
は
英
虞
郡
鵜
方
村
の
大
地
主
・
三
重
県
会
議

員
で
地
価
修
正
請
願
委
員
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
森
本
確
也

(

８)

の
支
持
を

取
り
つ
け
、
答
志
・
英
虞
郡

(

旧
志
摩
国)

の
地
盤
を
固
め
る
。
こ
の

様
子
を
成
川
尚
義
三
重
県
知
事
は
小
松
原
英
太
郎
内
務
省
警
保
局
長
に

以
下
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る

(

９)

。

本
県
内
第
五
区
ノ
形
勢
日
々
変
遷
実
ニ
危
険
相
極
メ
候
、
尾
崎
モ

今
日
ニ
至
テ
ハ
非
常
ノ
奮
発
ニ
テ
壮
士
モ
雇
ヒ
運
動
費
モ
吝
マ
ス

必
至

(

マ
マ)

ニ
各
地
村
々
遊
説
相
勉
メ
居
候
。
度
会
郡
丈
ケ
ニ
テ
ハ
尾
崎

少
数
無
頼
候
得
共
志
摩
全
国
ト
北
牟
婁
一
郡
ハ
尾
崎
ニ
服
従
致
シ

居
、
殊
ニ
志
摩
ノ
森
本
確
也
ナ
ル
モ
ノ
全
国
中
ノ
財
産
家
ニ
テ
曽

テ
同
人
社
ニ
テ
修
学
致
シ
人
物
モ
宜
敷
名
望
ハ
勿
論
全
国
第
一
ニ

候
処
、
尾
崎
ト
ハ
旧
来
ノ
交
誼
モ
厚
ク

(

中
略)

こ
の
報
告
書
に
よ
る
と
尾
崎
派
が
壮
士
を
集
め
、
多
額
の
運
動
費
を

か
け
て
精
力
的
に
各
地
の
村
々
を
遊
説
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
尾

崎
は
地
盤
の
度
会
郡
で
は
苦
戦
し
て
い
た
も
の
の
、
英
虞
郡
出
身
の
森

本
の
支
援
を
得
て
、
旧
志
摩
国
及
び
北
牟
婁
郡
で
有
利
に
立
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
尾
崎
は
地
価
修
正
派
と
和
解
し
、
自
ら
が
地
価
修
正
に
熱

心
で
あ
る
こ
と
を
新
聞
紙
上
で
広
告
す
る
一
方
、
各
地
を
遊
説
し
て
支

持
を
集
め
た
。
そ
の
結
果
、
尾
崎
は
角

(

一
二
六
三
票)

に
次
ぐ
、
二

位
当
選

(

一
一
〇
四
票)

を
果
た
し
、
高
木

(

八
五
七
票)

、
竹
原

(

二
九
六
票)

は
落
選
と
な
っ
た

(

�)

。

二
月
一
七
日
、
尾
崎
は
立
憲
改
進
党
の
代
議
総
会
会
長
大
隈
重
信
宛

の
書
簡
で
、
第
二
回
総
選
挙
に
お
け
る
各
候
補
の
獲
得
予
想
票
数
を
報

告
し
た
上
で
、
残
票
が
高
木
に
全
て
入
っ
て
も
自
ら
の
当
選
は
確
実
で

あ
る
と
述
べ
た

(

�)

。
そ
し
て
、
尾
崎
は

｢

只
残
念
な
る
は
斯
る
ツ
マ
ラ
ヌ

者
共
を
敵
手
と
な
し
乍
ら
最
大
多
数
を
得
る
能
は
さ
り
し
一
事
に
御
座

候｣

と
、
角
や
高
木
等

｢

ツ
マ
ラ
ヌ
者
共｣

を
敵
と
し
な
が
ら
、
一
位

当
選
を
角
に
奪
わ
れ
た
悔
し
さ
を
吐
露
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
回
総
選
挙
の
苦
戦
を
受
け
て
、
尾
崎
派
は
三
重
県
会
へ
の
進
出

を
図
り
、
明
治
二
五
年
三
月
九
日
の
度
会
郡
選
出

(

改
選
定
数
二)

の

県
会
議
員
選
挙
で
尾
崎
派
の
現
職
喜
多
正
兵
衛
と
新
た
に
船
越
楫
吾
を

候
補
者
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
船
越
は
落
選
し
た
が
、
喜
多
を
当
選
さ

せ
た
。
こ
の
選
挙
に
は
第
二
回
総
選
挙
で
尾
崎
に
敗
れ
た
高
木
貞
太
郎

ら
自
由
党
系
も
、
高
木
と
自
派
の
奥
山
�
吉
を
候
補
者
と
し
て
擁
立
し

た
。
そ
の
結
果
、
高
木
は
落
選
し
た
が
、
奥
山
を
当
選
さ
せ
た
の
で
あ

る

(

�)

。
こ
の
よ
う
に
、
宇
治
山
田
町
を
中
心
と
す
る
度
会
郡
に
お
い
て
党

派
対
立
が
激
化
す
る
中
で
、
三
月
に

｢

尾
崎
派
の
白
井
清
榮

(

栄)

門
、
船
越
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楫
吾
、
山
羽
九
郎
兵
衛
等
の
諸
氏
を
始
め
と
し
六
十
有
餘
名
の
人
々
は

宇
治
山
田
町
を
本
陣
と
し
好
遊

(

マ
マ)

会
な
る
者
を
設
け｣

た
の
で
あ
る

(

�)

。

好
友
会
と
は
宇
治
山
田
町
及
び
度
会
郡
を
拠
点
と
し
、
第
二
回
総
選

挙
に
お
け
る
尾
崎
派
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
立
憲
改
進
党
系
の
政
治
団

体
で
あ
る
。
渡
辺
穣
氏
の
先
駆
的
研
究
に
よ
る
と
、
好
友
会
の
幹
部
は

白
井
清
栄
門

(

伊
勢
古
市
の
妓
楼
油
屋
当
主
で
宇
治
山
田
町
会
議
員
・

宇
治
山
田
町
長
・
県
会
議
員
を
歴
任)

、
山
羽
九
郎
兵
衛

(

三
重
銀
行

取
締
役)

、
尾
崎
二
呉

(

弁
護
士)
、
船
越
楫
吾

(

弁
護
士)

、
辻
村
弥

八

(

度
会
商
工
銀
行
頭
取)

ら
で
あ
っ
た

(
�)

。
そ
し
て
、
好
友
会
は
四
部

構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
部
が
宇
治
山
田
町
と
隣
接
す
る
伊
勢
湾
沿

岸
地
区
町
村
、
第
二
部
が
宮
川
を
超
え
た
小
俣
村
・
城
田
村
・
外
城
田

周
辺
・
田
丸
町
な
ど
の
北
西
地
域
、
第
三
部
が
熊
野
灘
に
面
し
た
南
島

地
域
、
第
四
部
が
北
牟
婁
郡
に
近
い
大
内
山
村
な
ど
の
山
間
地
帯
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。

好
友
会
は
三
月
二
二
、
二
三
日
の
宇
治
山
田
町
会
議
員
選
挙
に
も
進

出
し
、
定
員
一
六
名
中
自
派
か
ら
一
一
名
を
当
選
さ
せ
、
宇
治
山
田
町

会
を
支
配
下
に
置
い
た

(

�)

。
四
月
一
七
日
、
好
友
会
は
正
式
に
発
会
、
五

月
一
日
に
は
総
会
を
開
催
し
、
役
員
選
挙
を
実
施
し
た

(

�)

。

こ
う
し
た
好
友
会
＝
立
憲
改
進
党
系
の
勢
力
拡
大
に
対
し
て
、
自
由

党
系
は
明
治
二
五
年
六
月
一
二
、
一
六
日
に
正
義
会
の
協
議
会
を
開
催
、

一
六
日
に
は
郡
内
各
町
村
長
を
呼
ん
で
将
来
の
運
動
上
の
準
備
に
つ
い

て
協
議
し
た

(

�)

。
七
月
に
は
高
木
貞
太
郎
が
南
勢
地
方
を
遊
説
し
て
、
正

義
会
員
募
集
の

｢

誘
説｣

を
行
う
な
ど
、
自
由
党
系
の
組
織
化
を
進
め

た
の
で
あ
る

(

�)

。第
二
章

尾
崎
行
雄
の
三
重
県
遊
説
と
党
勢
拡
張

明
治
二
六
年
五
月
六
日
、
好
友
会
春
季
大
会
が
一
〇
〇
余
名
を
集
め

て
宇
治
山
田
町
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
仮
会
長
白
井
清
栄
門
の
下
、

好
友
会
細
則
を
修
正
し
て
常
議
員
を
二
〇
名
か
ら
三
〇
名
へ
と
増
員
し
、

白
井
や
山
羽
九
郎
兵
衛
、
尾
崎
二
呉
、
船
越
楫
吾
、
辻
村
弥
八
ら
三
〇

名
を
選
出
し
た

(

�)

。

一
方
、
尾
崎
行
雄
も
五
月
二
五
日
に
東
京
を
出
発
、
改
進
党
幹
部
の

島
田
三
郎
ら
と
と
も
に
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
県
を
精
力
的
に
遊
説
し
た

(

�)

。

尾
崎
は
三
八
回
演
説
し
て
、
改
進
党
へ
の
入
党
者
五
一
二
名
を
獲
得
し
、

七
月
一
五
日
に
帰
京
し
て
い
る
。
特
に
、
宇
治
山
田
町
を
中
心
と
す
る

三
重
県
第
五
区
に
は
二
度
も
地
元
入
り
す
る
な
ど
、
党
勢
拡
張
と
地
盤

固
め
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
以
下
、
そ
の
遊
説
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

95



五
月
二
九
日
、
立
憲
改
進
党
遊
説
員
の
尾
崎
行
雄
、
島
田
三
郎
、
首

藤
陸
三
、
中
野
武
営
等
は
三
重
県
松
坂
町
の
政
談
演
説
会
を
経
て
宇
治

山
田
町
に
入
り
、
中
岡
楼
で
一
三
〇
名
を
集
め
て
盛
大
な
歓
迎
会
が
開

催
さ
れ
た
。
翌
三
〇
日
に
は
三
重
県
菓
子
正
楽
組
、
山
田
組
合
員
松
本

源
次
郎
、
村
井
榮
之
輔
、
大
田
藤
次
郎
等
一
三
〇
名
が
旅
館
を
訪
れ
、

尾
崎
、
島
田
等
五
名
の
衆
議
院
議
員
に
菓
子
税
則
廃
止
に
尽
力
し
た
こ

と
に
対
し
て
感
謝
状
を
渡
し
た

(
�)

。
同
じ
五
月
三
〇
日
、
宇
治
山
田
町
新

道
新
北
座
で
開
催
さ
れ
た
政
談
演
説
会
で
尾
崎
は｢

第
四
議
会
の
報
告｣

の
題
名
で
演
説
し
、
聴
衆
五
〇
〇
〇
名
以
上
を
集
め
た
と
報
道
さ
れ
て

い
る

(

�)

。
そ
し
て
、
尾
崎
は
政
府
が
第
四
議
会
に
地
価
修
正
法
案
を
提
出

し
な
が
ら
政
略
の
た
め
に
貴
族
院
で
否
決
さ
せ
た
こ
と
を
不
徳
義
・
無

節
操
と
鋭
く
批
判
し
た
。
そ
の
上
で
、
明
治
天
皇
の

｢
和
協
の
詔
勅｣

に
よ
っ
て
、
官
僚
の
給
料
一
〇
分
の
一
を
海
軍
の
軍
艦
建
造
費
に
充
当

す
る
政
府
の
政
費
節
減
方
針
に
つ
い
て
、
そ
れ
で
も
政
府
高
官
は
高
給

で
あ
る
と
鋭
く
攻
撃
し
て
い
る
。

尾
崎
等
一
行
は
五
月
三
一
日
に
答
志
郡
磯
部
村
、
六
月
一
日
に
は
度

会
郡
田
丸
町
と
宇
治
山
田
町
で
演
説
を
行
っ
た

(

�)

。
二
日
に
わ
た
る
演
説

会
で
約
六
五
〇
〇
名
を
集
め
、
好
友
会
の
会
員
二
〇
〇
余
名
が
改
進
党

に
入
党
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
尾
崎
一
行
は
三
重
県
の
津
、
四
日

市
、
桑
名
を
経
て
、
愛
知
県
・
岐
阜
県
を
遊
説
し
、
六
月
一
二
日
に
尾

崎
の
み
一
行
か
ら
別
れ
て
再
度
宇
治
山
田
町
に
入
っ
た
。
そ
し
て
、
尾

崎
は
六
月
一
七
日
か
ら
七
月
五
日
ま
で
三
重
県
第
五
区
の
度
会
・
南
牟

婁
・
北
牟
婁
・
答
志
・
英
虞
郡
の
各
地
で
精
力
的
に
政
談
演
説
を
行
っ

て
多
数
の
党
員
を
獲
得
す
る
一
方
、
七
月
七
日
に
は
田
丸
町
の
第
二
部

好
友
会
総
会
に
参
加
し
て
演
説
し
た

(

�)

。
そ
し
て
、
七
月
九
日
に
は
宇
治

山
田
町
で
尾
崎
の
送
別
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
に
は
、
好
友
会
員

だ
け
で
な
く
、
宇
治
山
田
町
古
物
商
組
合
や
烟
草
商
組
合
員
な
ど
百
数

十
名
が
参
加
し
て
い
た

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
二
六
年
五
月
〜
七
月
に
お
け
る
尾
崎
一
行
の
遊

説
は
三
重
県
第
五
区
の
各
郡
を
網
羅
し
て
お
り
、
多
数
の
党
員
や
菓
子

業
界
、
古
物
商
組
合
な
ど
、
一
部
の
業
界
関
係
者
の
支
持
を
獲
得
し
て

支
持
基
盤
を
拡
大
し
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
尾
崎
は
政
費
節
減
問
題

な
ど
で
鋭
い
政
府
批
判
を
展
開
し
、
第
二
回
総
選
挙
で
争
点
と
な
っ
た

地
価
修
正
問
題
に
言
及
し
て
、
選
挙
民
の
支
持
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

一
〇
月
七
日
、
宇
治
山
田
町
で
度
会
郡
に
お
け
る
立
憲
改
進
党
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は

｢

門
柱
の
右
側
に
改
進
党
大
会
、
左
側

に
好
友
会
秋
季
大
会
と
記
せ
り｣

と
あ
る
よ
う
に
、
好
友
会
の
秋
季
大
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会
を
兼
ね
て
い
た

(

�)

。
そ
し
て
、
改
進
党
事
務
所
を
宇
治
山
田
町
に
設
置

す
る
こ
と
や
本
部
に
対
す
る
地
方
委
員
一
〇
名
を
置
く
こ
と
、
各
町
村

に
二
名
以
上
五
名
以
下
の
委
員
を
置
く
こ
と
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
地
方
委
員
に
は
白
井
清
栄
門
、
山
羽
九
郎
兵
衛
、
乾
逸
太
郎
、

尾
崎
二
呉
、
喜
多
正
兵
衛
等
好
友
会
幹
部
が
就
任
し
て
お
り
、
こ
の
大

会
で
は
同
時
に
好
友
会
の
規
約
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地

方
団
体
で
あ
る
好
友
会
を
母
体
と
し
て
改
進
党
は
事
務
所
を
設
置
し
た

の
で
あ
り
、
実
質
的
に
好
友
会
が
立
憲
改
進
党
の
地
方
組
織
を
兼
ね
る

こ
と
と
な
っ
た
。

一
方
、
三
重
県
の
自
由
党
勢
力
は
明
治
二
六
年
六
月
一
五
日
に
三
重

県
自
由
党
支
部
を
津
市
に
設
置
し
た

(

�)

。
そ
し
て
、
六
月
下
旬
に
は
天
春

文
衛

(

自
由
党
衆
議
院
議
員
・
三
重
県
第
三
区
選
出)
ら
三
名
が
自
由

党
本
部
に
板
垣
退
助
総
理
以
下
の
遊
説
を
要
請
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。
七
月

一
五
日
、
板
垣
と
自
由
党
本
部
の
齋
藤
珪
次
、
龍
野
周
一
郎
等
が
三
重

県
遊
説
の
た
め
に
東
京
を
出
発
し
た
。
板
垣
一
行
は
七
月
一
七
日
に
三

重
県
名
張
町
、
一
八
日
に
上
野
町
、
一
九
日
に
亀
山
町
、
二
〇
日
に
神

戸
町
・
四
日
市
町
、
二
一
日
に
桑
名
町
で
政
談
演
説
を
行
い
、
二
二
日

に
板
垣
は
桑
名
か
ら
東
京
へ
帰
京
し
た

(

�)

。
一
方
、
板
垣
一
行
と
別
れ
た

齋
藤
、
龍
野
と
天
春
文
衛
は
七
月
二
三
日
に
宇
治
山
田
町
で
演
説
し
て

い
る
。

こ
の
後
、
龍
野
等
は
度
会
郡
中
川
村
、
小
川
郷
村
、
鵜
倉
村
、
穂
原

村
で
の
演
説
を
終
え
て
、
自
由
党
最
高
幹
部
で
衆
議
院
議
長
の
星
亨
と

松
坂
で
合
流
し
た
。
七
月
二
九
日
に
は
、
星
や
龍
野
等
が
度
会
郡
田
丸

町
や
宇
治
山
田
町
で
演
説
し
、
改
進
党
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
特
に
、

星
は
改
進
党
を

｢

国
家
に
大
害
を
蒙
ら
し
め
ん
と
し
た
る
条
約
改
正
の

外
、
塵
一
本
も
為
し
た
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
諸
君
が
信
用
す
る
の
政

党
と
言
ふ
こ
と
は
出
来
な
い｣

と
ま
で
極
言
し
た

(

�)

。

こ
の
七
月
二
九
日
の
聴
衆
は
四
五
〇
〇
余
名
、
園
遊
大
懇
親
会
の
来

会
者
は
三
五
〇
余
名
、
入
党
者
は
一
五
〇
余
名
を
数
え
た
と
さ
れ
る

(

�)

。

遊
説
に
尽
力
し
た
の
は
全
員
が
正
義
会
で
あ
り
、
笹
尾
新
吾
、
奥
山
�

吉
、
高
木
貞
太
郎
ら
で
あ
っ
た
。
七
月
三
〇
日
の
鳥
羽
町
に
お
け
る
政

談
演
説
会
に
際
し
て
は
、
衆
議
院
議
員
栗
原
亮
一

(

答
志
郡
鳥
羽
町
出

身
で
当
時
第
四
区
か
ら
補
欠
当
選
し
て
い
た)

の
養
父
で
あ
る
栗
原
亮

休
、
叔
父
の
奥
村
善
八
ら
も
参
会
し
て
お
り
、
栗
原
の
影
響
力
も
う
か

が
わ
れ
る

(

�)

。
こ
の
後
も
自
由
党
へ
の
加
盟
者
は
度
会
郡
な
ど
で
増
加
し

た
と
さ
れ

(

	)

、
自
由
党
に
よ
る
痛
烈
な
改
進
党
批
判
は
三
重
県
第
五
区
の

党
派
対
立
を
さ
ら
に
熾
烈
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
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第
三
章

立
憲
改
進
党
・
自
由
党
の
候
補
者
擁
立
と

政
治
的
背
景

明
治
二
六
年
一
一
月
二
八
日
、
第
五
議
会
が
開
会
し
た
。
だ
が
、
第

五
議
会
で
は
、
第
二
次
伊
藤
博
文
内
閣
が
推
進
す
る
条
約
改
正
に
対
し

て
、
賛
成
の
自
由
党
と
現
行
条
約
励
行
を
主
張
す
る
国
民
協
会
・
立
憲

改
進
党
・
同
盟
倶
楽
部
・
政
務
調
査
会
・
同
志
倶
楽
部
・
東
洋
自
由
党

の
対
外
硬
六
派
が
激
し
く
対
立
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
二
月
三
〇
日
に

第
五
議
会
は
解
散
さ
れ
、
自
由
党
と
立
憲
改
進
党
は
第
三
回
総
選
挙
で

激
し
く
激
突
す
る
こ
と
と
な
る
。

明
治
二
七
年
一
月
初
旬
、
自
由
党
本
部
は
選
挙
の
方
針
と
し
て
、
党

員
お
よ
び
同
志
者
は
特
殊
の
事
情
が
な
い
限
り
前
代
議
士
を
再
選
す
る

こ
と
、
同
主
義
者
に
よ
る
同
志
討
ち
を
し
な
い
こ
と
、
金
銭
に
よ
る
選

挙
民
の
饗
応
な
ど
を
せ
ず
、
節
約
し
て
正
義
の
選
挙
を
心
が
け
る
こ
と

を
各
県
支
部
に
通
知
し
た

(

�)

。

一
月
一
一
日
、
自
由
党
総
理
板
垣
退
助
は
長
野
県
に
い
た
龍
野
に

｢

三
重
県
第
五
区
の
候
補
者
た
る
事
を
承
諾
す
へ
き
旨
の
督
促｣

を
し

た

(

�)

。
当
初
、
立
憲
改
進
党
系
の
新
聞

『

毎
日
新
聞』

は
三
重
県
第
五
区

の
候
補
者
と
し
て
、
尾
崎
行
雄

(

前
職)

と
自
由
党
の
龍
野
周
一
郎
が

戦
い
、
尾
崎
は
角
利
助

(

前
職)

と
提
携
す
る
か
、
三
重
県
会
常
置
委

員
の
森
本
確
也
と
と
も
に
候
補
者
に
な
る
か
は
確
定
し
て
い
な
い
が
、

｢

尾
崎
氏
の
当
選
は
疑
な
し
と
云
ふ｣

と
報
じ
て
い
る

(

�)

。
ま
た
、
立
憲

改
進
党
系
の

『

郵
便
報
知
新
聞』

も
自
由
党
が
ま
ず
三
重
県
第
五
区
の

候
補
者
と
し
て
、
自
由
党
最
高
幹
部
の
松
田
正
久

(

佐
賀
県
選
出
の
元

衆
議
院
議
員)

を
擁
立
し
よ
う
と
し
た
が
、
勝
算
が
乏
し
く
断
念
し
、

続
い
て
龍
野
の
擁
立
を
計
画
し
た
と
報
道
し
て
い
る

(

�)

。
龍
野
は
長
野
県

出
身
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

｢

落
下
傘
候
補｣

で
あ
っ
た
。｢

落
下
傘
候

補｣

龍
野
擁
立
の
背
景
に
つ
い
て
、
龍
野
の
日
記

｢

選
挙
の
塵｣

で
は

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る

(

�)

。

又
板
翁
、
河
野
、
栗
原
、
天
春
諸
氏
を
訪
ね
て
郷
里
巡
回
の
概
況

を
報
し
、
併
せ
て
三
重
県
に
候
補
た
る
事
を
辞
す
、
是
よ
り
先
き

三
重
県
第
五
区
自
由
主
義
者
の
団
体
な
る
正
義
会
に
於
て
ハ
余
を

迎
へ
て
同
区
の
候
補
た
ら
し
め
ん
と
し
、
全
区
の
我
党
員
斉
し
く

之
を
希
ひ
、
三
重
県
我
党
前
代
議
士
及
ひ
先
輩
諸
氏
亦
大
に
之
に

賛
し
て
斡
旋
し
、
板
翁
も
大
に
之
を
喜
ひ
�
々
懇
諭
あ
り
し
を
以

て
(

中
略)

こ
の
よ
う
に
、
自
由
党
系
の
正
義
会
は
龍
野
を
三
重
県
第
五
区
の
候
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補
者
に
擁
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
龍
野
が
前
年
の
三
重
県
遊
説
に
参

加
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
県
選
出
の
自
由
党
前
代
議
士

(

栗
原
亮
一
・

天
春
文
衛)
及
び

｢

先
輩
諸
氏｣

が
龍
野
擁
立
に
賛
成
し
て
斡
旋
し
た

た
め
、
板
垣
も
こ
の
話
を
大
い
に
喜
ん
で
龍
野
に
承
諾
す
る
よ
う
督
促

し
た
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
候
補
者
の
擁
立
が
地
方
団
体
の
正
義

会
か
ら
三
重
県
選
出
の
前
代
議
士
栗
原
と
天
春
の
斡
旋
を
経
て
板
垣
・

河
野
広
中
の
党
最
高
幹
部
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

龍
野
は
地
元
長
野
県
の
同
志
と
相
談
の
上
、
こ
の
話
を
断
っ
た
。

そ
こ
で
、
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
、
尾
崎
の
慶
應
義
塾
時
代
の
恩

師
で
あ
っ
た
門
野
幾
之
進
と

『

自
由
新
聞』
記
者
奥
野

(

溝
口)

市
次

郎
で
あ
っ
た
。
一
月
三
〇
日
、『

郵
便
報
知
新
聞』
は

｢

溝
口
氏
は
滑

稽
候
補
者
の
称
あ
り
て
到
底
尾
崎
氏
の
敵
に
あ
ら
さ
る
よ
り
遂
に
慶
應

義
塾
教
頭
門
野
幾
之
助

(

進)

氏
を
起
し
て
尾
崎
氏
に
当
ら
し
む
る
事
と
な
せ

り｣

と
報
じ
て
い
る

(

�)

。
さ
ら
に
、
門
野
は
栗
原
と
親
交
が
あ
り
、
栗
原

の
紹
介
で
板
垣
総
理
に
知
ら
れ
た
こ
と
、｢

運
動
費
は
自
由
党
に
て
一

切
支
弁
す
べ
し
と
勧
誘
せ
ら
れ
て
承
諾
し
た
る
な
り
と
い
ふ｣

と
さ
れ

て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
栗
原
は
門
野
と
同
郷
の
鳥
羽
町
出
身
で
あ
り
、

栗
原
が
板
垣
に
門
野
を
紹
介
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
経
緯
を
裏
付

け
る
の
が
、
明
治

[

二
七]

年

[

一]

付
二
七
日
付
栗
原
亮
一
宛
門
野

幾
之
進
書
簡
で
あ
る

(

�)

。
こ
の
書
簡
に
よ
る
と
、
栗
原
か
ら
の
家
格
、
生

年
月
日
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
、
門
野
は
自
ら
の
家
は
一
二
〇
石
で

あ
り
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
後
に
家
老
格
を
得
た
こ
と
、
生
年
月
日
は
安

政
三
年
三
月
一
四
日
で
あ
る
と
回
答
し
た
。
さ
ら
に
、
門
野
は
栗
原
に

同
書
簡
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

板
垣
先
生
関
西
出
馬
之
砌
ハ
必
す
三
重
県
へ
立
寄
有
之
様
、
呉
々

御
依
頼
相
願
候
。
地
方
之
様
子
次
第
、
小
生
ハ
何
時
ニ
て
も
出
発

可
致
候
得
者
、
兼
て
申
上
候
通
り
之
事
情
故
、
可
成
滞
在
日
数
多

か
ら
さ
る
様
御
談
合
御
願
候
。
過
日
来
度
々
溝
口
氏
来
訪
相
成
候

得
共
、
不
在
而
已
ニ
て
面
接
を
得
す
。

同
氏
に
御
面
晤
之
節
宜
敷
御
致
声
可
被
下
其
内
小
生
方
よ
り
訪
問

可
仕
候
。
同
氏
ハ
何
時
頃
出
発
之
筈
に
相
成
居
候
ニ
や
。
余
ハ
拝

眉
の
節
に
譲
る
。

こ
の
よ
う
に
、
門
野
は
板
垣
の
三
重
県
第
五
区
で
の
遊
説
に
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
ま
た
、
門
野
は
三
重
県
第
五
区
の
様
子
次
第
で

い
つ
で
も
出
発
す
る
と
述
べ
る
一
方
、｢

事
情｣

が
あ
っ
て
滞
在
日
数

を
多
く
な
い
よ
う
に
談
合
し
て
く
れ
る
よ
う
、
栗
原
に
調
整
を
依
頼
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
門
野
は
同
じ
三
重
県
第
五
区
の
候
補
者
奥
野

(

溝
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口)

と
も
選
挙
日
の
約
一
ヵ
月
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
度
々
訪
問
す
る

も
面
会
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
三
重
県
第
五
区
の
候
補
者
門

野
は
栗
原
を
中
心
に
擁
立
さ
れ
た
が
、
急
ご
し
ら
え
の
候
補
の
た
め
、

準
備
や
奥
野
と
の
調
整
が
不
足
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
立
憲
改
進
党
は
明
治
二
七
年
一
月
二
日
に
党
大
会
を
開
催
し
、

前
代
議
士
を
擁
立
す
る
こ
と
や
臨
時
選
挙
事
務
所
を
東
京
に
設
置
す
る

こ
と
、
各
地
の
状
況
を
選
挙
本
部
に
通
知
す
る
こ
と
を
決
定
し
た

(

�)

。
注

目
す
べ
き
は
、
大
会
で
は｢

前
代
議
士
は
進
ん
で
候
補
者
た
る
べ
き
事｣

と
し
つ
つ
、
前
代
議
士
が
や
む
を
得
ず
候
補
者
を
辞
退
し
た
場
合
は

｢

自
党
若
く
は
自
派
の
人
を
推
薦
す
べ
き
事｣
と
自
党
・
自
派
に
こ
だ

わ
っ
た
点
で
あ
る
。
改
進
党
大
会
の
決
議
に
沿
っ
た
場
合
、
第
五
区
の

候
補
者
は
前
代
議
士
の
尾
崎
行
雄
を
推
す
こ
と
で
確
定
し
て
い
た
。
だ

が
、
も
う
一
名
の
候
補
者
を
誰
に
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
候

補
者
と
な
っ
た
の
が
、
同
盟
倶
楽
部
の
前
代
議
士
角
利
助
と
森
本
確
也

で
あ
る
。

一
月
一
〇
日
、
大
隈
重
信
と
前
衆
議
院
議
長
で
同
盟
倶
楽
部
の
領
袖

楠
本
正
隆
の
会
談
が
あ
っ
た
。『

読
売
新
聞』

に
よ
る
と
、
楠
本
は

｢

民
党
各
派
の
間
に
同
志
打
あ
り
て
ハ
甚
だ
不
都
合
な
れ
バ
地
方
の
事

情
萬
止
む
を
得
ざ
る
も
の
�
外
成
る
べ
く
互
に
交
譲
し
て
同
士
打
を
為

さ
ゞ
る
様
致
し
た
し｣

と
述
べ
て
、
大
隈
も

｢

改
進
党
に
於
て
ハ
更
に

異
議
な
き
旨｣

を
返
答
し
て
い
た

(

�)

。

一
月
一
七
日
、
好
友
会
は
宇
治
山
田
町
で
白
井
清
栄
門
、
山
羽
九
郎

兵
衛
ら
六
〇
余
名
が
会
合
、
第
五
区
の
立
憲
改
進
党
候
補
に
つ
い
て
協

議
会
を
開
い
た
。
自
由
党
系
の

『

伊
勢
新
聞』

は
、
立
憲
改
進
党
本
部

の
通
牒
を
受
け
て
、
好
友
会
が
角
利
助
を
立
憲
改
進
党
に
入
党
さ
せ
て

候
補
者
に
す
る
計
画
で
あ
っ
た
と
す
る

(

�)

。
だ
が
、
角
が
断
っ
た
た
め
、

森
本
確
也
を
立
憲
改
進
党
に
入
党
さ
せ
て
候
補
者
に
す
る
こ
と
を
決
議

し
た
と
さ
れ
る
。
当
初
、
森
本
も
角
を
推
す
意
向
で
あ
っ
た
た
め
、
森

本
等
は
角
に
入
党
を
説
得
し
た

(

�)

。
だ
が
、
角
は
同
盟
倶
楽
部
員
と
し
て

改
進
党
と
連
携
し
て
運
動
し
て
き
た
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
改
進
党
へ

入
党
し
な
け
れ
ば
信
任
し
が
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
候
補
者
と
な
る
こ
と

を
断
念
す
る
と
述
べ
た
と
さ
れ
る

(

�)

。

さ
ら
に
、『

伊
勢
新
聞』

は
角
が
尾
崎
等
改
進
党
と
連
携
し
て
選
挙

運
動
を
し
た
い
と
の
希
望
を
楠
本
を
介
し
て
大
隈
に
伝
言
し
、
大
隈
の

承
諾
を
得
た
と
報
じ
た

(

�)

。
そ
し
て
、
大
隈
は
好
友
会
に
角
の
希
望
を
伝

達
し
た
が
、
好
友
会
は
第
二
回
総
選
挙
で
尾
崎
が
地
価
修
正
問
題
に
よ
っ

て
批
判
を
受
け
た
際
に
角
が
尾
崎
と
の
関
係
を
断
絶
し
た
挙
動
を
恨
み
、

大
隈
の
伝
言
を
拒
否
し
た
と
も
伝
え
て
い
る
。
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こ
う
し
た
一
連
の
報
道
を
検
証
す
る
際
に
重
要
な
の
が
、
以
下
に
引

用
す
る
明
治

(

二
七)

年

(

一)

月
二
五
日
付
大
隈
重
信
宛
尾
崎
行
雄

書
簡
で
あ
る

(

�)

。

角
利
助
氏
の
儀
に
付
楠
本
氏
よ
り
種
々
御
依
頼
申
上
候
由
な
れ
共
、

独
り
当
地
の
み
な
ら
す
全
国
各
地
共
に
地
方
限
り
の
事
情
有
之
、

本
部
よ
り
命
令
す
る
訳
け
に
は
参
り
難
く
、
結
局
地
方
の
自
治
に

任
か
せ
る
の
外
な
し
と
存
候
。
申
上
る
ま
で
も
な
く
右
の
方
針
に

て
諸
人
江
御
話
相
願
度
候
。
当
区
は
先
き
に
有
志
家
の
相
談
会
を

開
て
粗
ぼ
角
氏
を
排
斥
す
る
事
に
予
決
致
候
。
尚
ほ
来
る
廿
八
日

各
町
村
の
同
志
大
会
を
開
て
最
後
の
決
定
を
為
す
手
筈
に
御
座
候
。

気
の
毒
な
が
ら
角
氏
は
多
分
排
斥
致
さ
る
べ
し
と
存
候
。
此
等
の

儀
に
付
て
は
小
生
は
区
内
有
力
者
の
意
見
に
一
任
す
る
考
に
御
座

候
。
角
氏
排
斥
せ
ら
る
ゝ
上
は
我
党
員
森
本
確
也
氏
当
選
可
致
候
。

氏
は
確
乎
た
る
人
物
に
て
将
来
多
望
の
人
に
有
之
候
。
尚
ほ
楠
本

氏
へ
は
小
生
よ
り
直
接
に
事
情
通
知
可
致
候
。

こ
の
書
簡
か
ら
楠
本
が
大
隈
を
通
じ
て
角
の
候
補
者
擁
立
を
打
診
し

て
い
た
こ
と
は
事
実
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、『

伊
勢
新
聞』

の

報
道
と
異
な
り
、
好
友
会
だ
け
で
な
く
、
既
に
宇
治
山
田
町
に
帰
還
し

て
い
た
尾
崎
も
三
重
県
第
五
区
の

｢

地
方
限
り
の
事
情｣

、｢

地
方
の
自

治｣

と
い
う
理
由
を
挙
げ
た
上
で
、｢

区
内
有
力
者
の
意
見
に
一
任｣

す
る
考
え
を
示
し
て
角
の
候
補
者
擁
立
を
拒
否
し
て
い
た
。

一
月
一
〇
日
の
大
隈
・
楠
本
会
談
の
合
意
で
は
、｢

地
方
の
事
情
萬

止
む
を
得
ざ
る
も
の
�
外
成
る
べ
く
互
に
交
譲｣

す
る
こ
と
が
合
意
さ

れ
て
い
た
が
、
尾
崎
や
好
友
会
は
ま
さ
に

｢

地
方
の
事
情｣

を
拒
否
の

理
由
に
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
尾
崎
は
三
重
県
第
五
区
の

｢

有
志
家
の
相
談
会｣

が
角
を
排
斥
す
る
こ
と
に
予
決
し
、
二
八
日
の

各
町
村
の
同
志
大
会
で
最
終
決
定
さ
れ
る
と
い
う
予
測
を
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
尾
崎
は
そ
の
後
に
森
本
確
也
が
予
選
で
当
選
す
る
と
い
う
見

込
み
を
述
べ
て
、
森
本
を

｢

確
乎
た
る
人
物
に
て
将
来
多
望
の
人｣

と

高
く
評
価
し
た
。

実
際
に
、
尾
崎
の
書
簡
通
り
に
三
重
県
第
五
区
の
候
補
者
は
決
定
さ

れ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
好
友
会
が
候
補
者
擁
立
の
決
定
権
を
有
し
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
尾
崎
は
角
が

｢

気
の
毒
な
が
ら｣

排
斥
さ

れ
る
と
の
予
測
を
述
べ
て
い
た
が
、
第
二
回
総
選
挙
後
の
書
簡
で
角
等

を
｢

ツ
マ
ラ
ヌ
者
共｣

と
批
判
し
て
い
た
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
角
よ

り
も
改
進
党
員
の
森
本
の
方
が
望
ま
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

(

�)

。

さ
ら
に
、
森
本
は
第
二
回
総
選
挙
の
際
に
尾
崎
を
強
力
に
支
援
し
て

尾
崎
勝
利
の
一
因
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
連
携
す
る
候
補
者
と
し
て
大
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き
な
意
味
を
持
っ
た
。
そ
し
て
、
旧
志
摩
国

(

答
志
・
英
虞
郡)

を
地

盤
と
す
る
門
野
幾
之
進
が
候
補
者
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
尾
崎
ら
改
進
党

系
が
旧
志
摩
国
で
得
票
す
る
た
め
に
は
、
答
志
・
英
虞
郡
を
地
盤
と
す

る
森
本
が
望
ま
し
い
候
補
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
結
局
、
森
本
が

候
補
者
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
門
野
が

｢

志
摩
国
一
国
を
占
領
し
得

べ
し｣

と
の
目
算
は
崩
れ
、｢

森
本
確
也
氏
は
志
摩
王
の
称
あ
る
人
物

な
れ
ば
門
野
氏
の
胸
算
は
蜃
気
楼
と
一
般
な
る
べ
し｣

と
言
わ
れ
る
状

況
に
な
っ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

一
月
二
八
日
、
三
重
県
第
五
区
の
有
志
者
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
尾

崎
の
予
想
通
り
、
満
場
一
致
で
尾
崎
と
森
本
が
候
補
者
に
選
定
さ
れ
た

の
で
あ
る

(

�)

。
角
を
推
し
た
楠
本
正
隆
は

｢

角
君
は
大
分
心
配
に
及
ひ
た

れ
と
も
森
下

(

本)

と
て
改
進
党
員
の
推
す
地
盤
の
協
議
に
よ
り
到
底
絶
念
の

外
な
き
勢
に
赴
け
り｣

と
同
盟
倶
楽
部
の
前
代
議
士
に
書
簡
を
送
っ
て

い
た

(

�)

。
こ
の
書
簡
か
ら
も
角
排
斥
、
森
本
擁
立
は
好
友
会
が
主
導
し
た

と
い
え
よ
う
。第

四
章

三
重
県
第
五
区
に
お
け
る
選
挙
戦

明
治
二
七
年
一
月
二
一
日
、
尾
崎
行
雄
は
出
迎
え
に
来
た
白
井
清
栄

門
等
と
と
も
に
宇
治
山
田
町
に
帰
還
し
、
そ
の
ま
ま
選
挙
区
へ
直
行
し

た

(

�)

。
一
月
二
八
日
に
前
述
し
た
有
志
者
大
会
で
候
補
者
に
選
出
さ
れ
た

後
、
尾
崎
は
二
九
日
に
微
恙
の
た
め
二
見
浦
で
海
水
浴
を
行
っ
て
療
養

す
る

(

�)

。
二
月
一
日
、
尾
崎
は
宇
治
山
田
町
の
古
市
長
盛
座
で
森
本
確
也
と
と

も
に
演
説
し
た

(

�)

。
森
本
は
演
説
で

｢

改
進
党
の
党
議
に
背
か
ず
選
挙
区

民
に
忠
勤
を
尽
く
す
べ
し｣

と
述
べ
て
お
り
、
自
ら
が
改
進
党
員
と
し

て
選
挙
民
に
尽
く
す
こ
と
を
強
調
し
た
。
一
方
、
尾
崎
は
現
内
閣
を
痛

烈
に
批
判
し
た
た
め
、
臨
席
警
官
よ
り
演
説
の
中
止
・
解
散
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
。
尾
崎
・
森
本
一
行
は
二
月
一
一
・
一
二
日
に
南
牟
婁
郡

木
本
町
で
も
演
説
し
、
さ
ら
に
同
日
午
後
に
有
井
村
で
も
演
説
し
た

(

�)

。

一
方
、
尾
崎
の
回
想
で
は
、
自
由
党
＝
門
野
の
運
動
者
よ
り
尾
崎
、

門
野
の
当
選
に
よ
る
妥
協
が
図
ら
れ
た
と
し
て
い
る

(

�)

。

す
る
と
先
方
の
運
動
者
か
ら
、
妥
協
を
申
込
ん
で
来
た
。
元
来
私

の
選
挙
区
は
、
一
区
定
員
二
名
で
、
私
は
森
本
確
也
君
を
連
れ
、

門
野
君
は
自
由
党
の
雄
弁
家
奥
野
市
次
郎
君
を
携
へ
て
ゐ
た
の
で
、

双
方
か
ら
一
名
づ
つ
当
選
さ
せ
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
門
野
君
も
私

も
、
共
に
楽
に
当
選
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
私
の
同
志
中
に
も
、

こ
れ
を
希
望
す
る
も
の
が
あ
つ
た
。
そ
こ
で
私
は
ま
た
演
説
し
た
。
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｢

薬
な
ら
薬
、
毒
な
ら
毒
、
何
れ
か
一
方
に
決
め
な
く
て
は
な
ら

ぬ
。
薬
を
一
盃
、
毒
も
一
盃
で
は
、
あ
ま
り
に
無
意
義
す
ぎ
る
。

森
本
君
に
投
票
す
る
こ
と
が
嫌
な
人
は
、
私
に
も
投
票
し
て
く
れ

る
な｣
こ
の
趣
旨
で
全
選
挙
区
を
説
き
廻
つ
て
、
自
由
党
と
戦
つ

た
。
そ
の
結
果
は
、
我
々
の
方
が
意
外
に
好
成
績
で
、
私
と
森
本

君
と
は
、
ほ
と
ん
ど
同
点
数
で
当
選
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
尾
崎
の
回
想
で
は
、
門
野
の
運
動
者
が
尾
崎
と
門
野

を
当
選
さ
せ
る
妥
協
を
申
込
み
、
尾
崎
の
同
志
に
も
妥
協
を
希
望
す
る

者
が
あ
っ
た
と
す
る
。
だ
が
、
尾
崎
は
妥
協
に
応
じ
ず
、
森
本
に
投
票

し
な
い
な
ら
ば
自
分
に
も
投
票
し
な
い
よ
う
に
呼
び
か
け
、
意
外
に
も

好
評
を
得
て
二
人
と
も
ほ
ぼ
同
点
で
当
選
し
た
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
事

態
は
そ
の
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
尾
崎
派
か
ら
も
門
野
へ
候

補
者
と
な
る
こ
と
を
断
念
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
が
行
わ
れ
て
い
た
。

慶
應
義
塾
の
塾
友
で
尾
崎
陣
営
の
橘
正
雄

(

好
友
会
員)

と
野
呂
巽

之
助

(

後
に
県
会
議
員)

は
門
野
に

｢

痛
く
門
野
氏
が
今
度
の
挙
動
を

惜
み
此
際
此
の
不
利
を
察
知
し
な
が
ら
黙
過
す
る
は
友
誼
上
忍
び
ざ
る

処
な
り
と
て
此
の
際
懇
篤
質
実
な
る
書
面
を
送
り
て
反
覆
忠
告｣

し
て

い
た

(

�)

。
こ
れ
に
対
し
て
、
門
野
は
い
っ
た
ん
候
補
者
と
な
る
こ
と
を
承

諾
し
た
以
上
、
到
底
思
い
と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
返
書
を
送
っ

た
。
こ
う
し
た
事
態
に
、
尾
崎
は
平
素
政
治
に
口
を
開
か
な
い
学
者

(

門
野)

に
多
額
の
運
動
費
を
供
与
し
て
激
烈
の
競
争
を
試
み
さ
せ
る

の
は
、
福
澤
諭
吉
の
本
意
を
理
解
し
が
た
い
と
し
て

｢

満
腔
の
憤
慨
を

傾
尽
せ
し｣

一
書
を
慶
應
義
塾
関
係
者
の
社
交
倶
楽
部
で
あ
る
交
詢
社

に
送
付
し
た
と
さ
れ
る

(

�)

。

一
方
、
門
野
が
尾
崎
の
旧
師
で
あ
る
こ
と
か
ら
師
弟
同
区
で
候
補
を

争
う
こ
と
に
な
る
た
め
、｢

尾
崎
氏
に
対
し
て
忠
告
書
を
寄
せ
た
る
者

あ
り
し｣

と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る

(

�)

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
自
由
党
系
の

関
与
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
忠
告
書
の
差
出
人
は
不
明
で
あ

る
。尾

崎
・
森
本
に
対
し
て
、
自
由
党
候
補
の
門
野
幾
之
進
、
奥
野
市
次

郎
の
選
挙
区
入
り
は
遅
く
、
宇
治
山
田
町
に
到
着
し
た
の
は
二
月
九
日

で
あ
っ
た
。
途
中
、
津
市
で
は
高
木
貞
太
郎
以
下
三
名
、
松
阪
停
車
場

で
は
栗
原
亮
一
が
合
流
し
て
、
宇
治
山
田
町
宇
仁
館
で
約
一
〇
〇
名
を

集
め
て
懇
親
会
を
開
催
し
た

(

�)

。
ま
ず
栗
原
が
門
野
、
溝
口
両
人
を
紹
介

し
た
上
で
、
門
野
・
奥
野
が
そ
れ
ぞ
れ
衆
議
院
議
員
候
補
者
と
な
っ
た

由
来
と
決
意
に
つ
い
て
演
説
し
て
い
る
。

二
月
一
〇
日
に
は
鳥
羽
町
大
里
の
常
安
寺
に
お
け
る
政
談
演
説
会
で

栗
原
、
門
野
、
奥
野
が
登
場
し
た
。
栗
原
は

｢

媒
人
口｣

と
題
し
て
、
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｢
門
野
、
溝
口
両
氏
を
挙
る
の
必
要
希
望｣

を
述
べ
て
、
両
人
の
略
歴

に
ふ
れ
て
い
る

(

�)

。
こ
の
こ
と
か
ら
前
述
の
一
月
二
七
日
付
栗
原
宛
門
野

書
簡
は
門
野
の
家
格
や
生
年
月
日
を
知
る
た
め
に
栗
原
が
門
野
に
送
っ

た
書
簡
に
対
す
る
返
事
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
自
由
党
は

三
重
県
自
由
党
支
部
の
請
求
を
受
け
て
、
三
重
県
第
二
区
、
第
三
区
、

第
五
区
に
一
〇
〇
〇
円
ず
つ
選
挙
運
動
費
を
送
り
、
栗
原
が
候
補
者
と

な
っ
た
第
一
区
に
も
二
〇
〇
〇
円
を
送
金
し
た
と
報
じ
ら
れ
た

(

�)

。
前
述

の
門
野
の
選
挙
資
金
は
自
由
党
が
支
出
す
る
と
の
約
束
通
り
、
自
由
党

本
部
も
資
金
援
助
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
自
由
党
が
取
っ
た
選
挙
戦
術
は
機
関
紙

『

伊
勢
新
聞』

に
よ

る
尾
崎
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
加
地
氏
の
研
究
に
詳
し
い
が
、
自
由
党
系
に
よ
っ
て
喧
伝

さ
れ
た
尾
崎
行
雄
＝
キ
リ
ス
ト
教
信
者
説
の
流
布
で
あ
る

(

�)
。
当
初
、
立

憲
改
進
党
系
の

『

三
重
新
聞』

は
自
由
党
の
候
補
者
門
野
が

｢
外
教
信

者｣
(

キ
リ
ス
ト
教
徒)

で
あ
る
と
し
て
、
伊
勢
神
宮
の
あ
る

｢

神
都

を
汚
す
者｣

で
あ
る
と
批
判
し
た
と
さ
れ
る

(

�)

。
こ
れ
に
対
し
て
、
栗
原

は
二
月
九
日
の
懇
親
会
の
席
上
、
門
野
が
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
な
い
こ

と
を
強
調
し
た
。
そ
の
上
で
、
栗
原
は
尾
崎
が
東
京
麻
布
の
キ
リ
ス
ト

教
会
で
洗
礼
を
受
け
た
記
録
が
あ
る
と
し
て
、
尾
崎
こ
そ
が
キ
リ
ス
ト

教
信
者
で
あ
る
と
厳
し
く
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
、

『

伊
勢
新
聞』

は
尾
崎
＝
キ
リ
ス
ト
教
信
者
説
を
流
布
し
、｢

尾
崎
行
雄

氏
基
督
教
徒
た
る
の
確
証
を
表
白
せ
ん｣

と
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

さ
ら
に
、
門
野
は
栗
原
に

｢

板
垣
先
生
関
西
出
馬
之
砌
ハ
必
す
三
重

県
へ
立
寄
有
之
様
、
呉
々
御
依
頼
相
願
候｣

と
自
由
党
総
理
板
垣
退
助

の
選
挙
応
援
を
依
頼
し
て
お
り
、
こ
の
要
請
が
実
現
し
た

(

�)

。
二
月
一
九

日
、
板
垣
一
行
は
宇
治
山
田
に
到
着
し
た

(

�)

。
板
垣
一
行
は
二
〇
日
に
度

会
郡
田
丸
町
、
宇
治
山
田
町
、
二
一
日
に
答
志
郡
磯
部
村
で
政
談
演
説

会
に
臨
み
、
門
野
・
奥
野
の
選
挙
を
応
援
し
て
い
る

(

�)

。

二
月
二
二
日
、
板
垣
は
磯
部
村
か
ら
大
阪
へ
向
け
て
出
発
し
た
が
、

板
垣
の
演
説
は

｢

板
垣
総
理
の
大
旆
一
た
び
田
丸
に
臨
み
、
山
田
に
駐

ま
ら
ば
同
郡
の
大
勢
は
自
由
の
風
に
靡
く
べ
く｣

と

『

自
由
新
聞』

が

報
道
す
る
な
ど
、
そ
の
演
説
の
効
果
が
期
待
さ
れ
た

(

	)

。
し
か
も
、
板
垣

は
自
分
の
地
元
で
あ
る
高
知
県
の
自
由
党
員
杉
村
楠
弥
太
を
三
重
県
第

五
区
に
応
援
弁
士
と
し
て
派
遣
し
、
門
野
、
奥
野
を
支
援
さ
せ
て
お
り
、

自
由
党
本
部
も
三
重
県
第
五
区
に
注
力
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る

(


)

。

だ
が
、
板
垣
遊
説
が
終
了
し
た
直
後
の
二
月
二
一
日
、
門
野
は
帰
京

の
途
に
就
い
た

(
�)

。
五
日
後
の
二
六
日
、
門
野
は
再
び
選
挙
区
入
り
す
る
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が
、
投
票
日
ま
で
わ
ず
か
三
日
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た

(

�)

。
門
野
が
選

挙
当
日
ま
で
に
三
重
県
第
五
区
に
滞
在
し
た
の
は
、
合
計
わ
ず
か
一
六

日
間
で
あ
り
、
選
挙
後
も
滞
在
し
た
尾
崎
・
森
本
と
比
較
し
て
も
短
か
っ

た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
尾
崎
、
森
本
は
二
月
二
六
日
に
宇
治
山
田
町
で
政

談
演
説
会
を
開
催
、
尾
崎
の
地
盤
で
好
友
会
員
を
中
心
に
三
〇
〇
名
を

集
め
て
支
持
を
訴
え
た
。
特
に
、
尾
崎
は

｢

改
進
党
の
本
領｣

の
題
名

で
演
説
し
、
板
垣
や
自
由
党
を
痛
烈
に
批
判
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

三
月
一
日
、
第
三
回
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
自
由
党

一
二
〇
、
改
進
党
四
九
、
国
民
協
会
二
七
、
選
挙
後
に
結
成
さ
れ
た
立

憲
革
新
党
三
七
議
席
な
ど
で
あ
っ
た

(

�)

。
一
方
、
三
重
県
第
五
区
の
結
果

は
尾
崎
行
雄
が
一
〇
七
四
票
、
森
本
確
也
が
九
七
五
票
で
当
選
し
、
門

野
幾
之
進
は
八
三
〇
票
、
奥
野
市
次
郎
は
七
七
二
票
で
落
選
し
た

(

�)

。
な

お
、
候
補
を
断
念
し
た
角
利
助
も
四
四
票
を
獲
得
し
て
い
る
。

最
後
に
、【
表
一
】
を
参
照
し
つ
つ
、『

伊
勢
新
聞』

が
明
治
二
七
年

三
月
三
日
号
で
報
じ
た
当
局
に
よ
る
候
補
者
別
得
票
予
想
か
ら
得
票
状

況
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
三
重
県
第
五
区
の
選
挙
人

(

有
権
者)

は
二
一
一
三
人
で
あ

り
、【
表
一
】
の
よ
う
に
、
度
会
郡
一
二
六
六
人
、
答
志
郡
二
五
一
人
、
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【表一】 第三回総選挙における三重県第五区候補者別得票予想

候補者名 尾崎行雄 森本確也 門野幾之進 奥野市次郎 角利助

所属政党 立憲改進党 立憲改進党 自由党 自由党 同盟倶楽部

度会郡得票予想
(選挙人 1266 人)

675 638 454 437 ×

答志郡・英虞郡得票予想
(選挙人：答志郡 251 人

＋英虞郡 131 人)
161 161 190 157 ×

北牟婁郡得票予想
(選挙人 93 人)

42 27 41 43 ×

南牟婁郡得票予想
(選挙人 372 人)

139 96 212 204 ×

得票予想合計 1017 922 897 841 ×

実際の得票数
1074
(当選)

975
(当選)

830 772 44

得票の誤差 ＋57 ＋53 －67 －69 ×

＊『伊勢新聞』 明治二七年三月三日号雑報 ｢県下各区の得点者予報｣､ 三月七日号電報
｢第五区当選者｣ より作成｡ 選挙人の人数は 『伊勢新聞』 明治二七年一月一七日号
雑報 ｢衆議院議員選挙人数｣ に依拠した｡ なお､ 候補者となることを断念した角は
得票予想がないため､ 実際の得票数のみ記載した｡



英
虞
郡
一
三
一
人
、
北
牟
婁
郡
九
三
人
、
南
牟
婁
郡
三
七
二
人
と
な
っ

て
い
た
。
選
挙
人
全
体
で
占
め
る
割
合
は
度
会
郡
が
五
九
・
九
％
、
答

志
郡
一
一
・
九
％
、
英
虞
郡
六
・
二
％
、
北
牟
婁
郡
四
・
四
％
、
南
牟

婁
郡
一
七
・
六
％
で
あ
り
、
選
挙
人
の
約
六
〇
％
が
度
会
郡
で
占
め
ら

れ
て
い
た

(

小
数
点
第
二
位
を
四
捨
五
入)

。
こ
れ
に
続
く
の
が
、
南

牟
婁
郡
で
あ
る
が
、
旧
志
摩
国

(

答
志
郡
、
英
虞
郡)

で
は
一
八
・
一

％
と
な
り
、
わ
ず
か
に
南
牟
婁
郡
を
上
回
っ
て
い
る
。

【
表
一
】
の
候
補
者
別
得
票
予
想
と
実
際
の
得
票
の
誤
差
は
、
改
進

党
系
の
尾
崎
が
五
七
票
、
森
本
が
五
三
票
を
積
み
増
し
て
お
り
、
逆
に

門
野
が
六
七
票
、
溝
口
が
六
九
票
を
減
ら
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
棄
権
票
や
候
補
を
断
念
し
た
も
の
の
、
角
利
助
が
獲
得
し
た
四

四
票
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、【
表
一
】
の
候
補
者
別
得
票
予
想
に
は
誤
差
が
存
在

し
て
い
る
が
、
ど
の
候
補
が
ど
の
地
域
で
得
票
し
た
か
の
大
ま
か
な
傾

向
を
知
る
上
で
手
が
か
り
と
な
り
う
る
た
め
、
こ
の
史
料
か
ら
尾
崎
・

森
本
の
勝
因

(

門
野
・
奥
野
の
敗
因)

を
指
摘
し
た
い
。

第
一
の
勝
因
は
、
尾
崎
が
最
大
票
田
の
度
会
郡
で
過
半
数
の
六
七
五

票

(

五
三
・
三
％)

を
獲
得
す
る
と
さ
れ
、
森
本
も
六
三
八
票
を
獲
得

す
る
と
予
想
さ
れ
た
点
に
あ
ろ
う
。
逆
に
、
門
野
・
奥
野
は
度
会
郡
で

尾
崎
に
二
〇
〇
票
以
上
の
差
を
つ
け
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
た
こ
と
が
致

命
傷
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
回
総
選
挙
後
に
好
友
会
が
組
織

さ
れ
た
こ
と
や
明
治
二
六
年
の
尾
崎
等
に
よ
る
遊
説
、
さ
ら
に
第
三
回

総
選
挙
中
も
尾
崎
が
門
野
よ
り
精
力
的
に
遊
説
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ

て
、
好
友
会
を
中
心
と
す
る
度
会
郡
の
地
盤
が
機
能
し
た
こ
と
が
有
利

に
働
い
た
と
い
え
よ
う
。

第
二
の
勝
因
は
、
尾
崎
・
森
本
が
答
志
・
英
虞
郡
で
一
六
一
票
を
獲

得
す
る
と
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
健
闘
し
た
点
に
あ
ろ
う
。
森
本
と
尾
崎

の
予
想
得
票
数
が
一
六
一
票
で
同
数
で
あ
る
こ
と
は
、
二
名
連
記
投
票

制
で
森
本
に
投
票
し
た
有
権
者
は
同
時
に
尾
崎
の
名
前
を
記
入
し
た
と

予
想
さ
れ
る

(

逆
に
尾
崎
に
投
票
し
た
選
挙
人
は
森
本
に
も
投
票
し
た

と
予
想
さ
れ
る)

。
そ
の
意
味
で
、
英
虞
郡
出
身
の
森
本
が
候
補
者
に

な
っ
た
こ
と
は
、
尾
崎
の
英
虞
・
答
志
郡
に
お
け
る
得
票
も
固
め
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
答
志
郡
鳥
羽
町
出
身
の
門
野
は
地
元
の
答
志
・

英
虞
郡

(

合
計
三
八
二
人)

で
一
九
〇
票
に
留
ま
っ
て
お
り
、
尾
崎
ら

に
大
差
を
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
好
友
会

が
森
本
を
候
補
者
に
し
た
こ
と
も
勝
利
の
一
因
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
門
野
・
奥
野
は
南
牟
婁
郡
で
二
〇
〇
票
以
上
を
獲
得
す
る
と

予
想
さ
れ
た
が
、
北
牟
婁
郡
で
は
尾
崎
と
予
想
得
票
数
が
伯
仲
し
て
お

106



り
、
尾
崎
等
と
の
差
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

結
果
的
に
、
門
野
・
奥
野
陣
営
が
南
牟
婁
・
北
牟
婁
郡
で
尾
崎
・
森
本

に
大
差
を
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
敗
北
の
一
因
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
尾
崎
行
雄
が
最
も
苦
戦
し
た
と
さ
れ
る
第
三
回
総
選
挙

を
検
討
し
た
。
具
体
的
に
は
、
第
二
回
総
選
挙
以
降
、
尾
崎
を
支
持
す

る
好
友
会
の
成
立
と
発
展
、
立
憲
改
進
党
・
自
由
党
に
よ
る
候
補
者
擁

立
の
過
程
、
第
三
回
総
選
挙
に
お
け
る
両
陣
営
の
動
向
と
得
票
予
想
を

分
析
し
、
そ
の
勝
因
を
考
察
し
た
。

ま
ず
、
第
二
回
総
選
挙
で
苦
戦
し
た
尾
崎
は
自
ら
の
支
持
基
盤
で
あ

る
好
友
会
と
連
携
し
つ
つ
、
三
重
県
会
や
宇
治
山
田
町
会
に
支
持
基
盤

を
拡
大
し
た
。
特
に
、
明
治
二
六
年
の
尾
崎
等
立
憲
改
進
党
に
よ
る
遊

説
は
三
重
県
第
五
区
の
各
郡
を
網
羅
す
る
精
力
的
な
遊
説
で
あ
り
、
第

三
回
総
選
挙
に
つ
な
が
る
支
持
基
盤
を
固
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
第
三
回
総
選
挙
前
夜
、
好
友
会
は
前
代
議
士
の
尾
崎
と
並

ぶ
候
補
者
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
た
同
盟
倶
楽
部
の
角
利
助
を
排
斥
し
、

立
憲
改
進
党
に
入
党
し
た
県
会
議
員
森
本
確
也
を
候
補
者
と
し
た
。
好

友
会
と
尾
崎
は
角
に
よ
る
楠
本
正
隆
―
大
隈
重
信
を
通
じ
た
依
頼
を
拒

否
し
、
改
進
党
員
と
な
っ
た
英
虞
郡
出
身
の
森
本
を
候
補
者
に
擁
立
し

た
の
で
あ
る
。
第
二
回
総
選
挙
で
も
尾
崎
勝
利
に
寄
与
し
た
、
英
虞
郡

出
身
の
森
本
を
擁
立
し
た
こ
と
は
第
三
回
総
選
挙
を
有
利
に
運
ぶ
こ
と

と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
自
由
党
は
当
初
、
龍
野
周
一
郎
に
候
補
者
と
な
る
よ
う
自
由

党
系
の
正
義
会
か
ら
栗
原
亮
一
等
三
重
県
選
出
前
代
議
士
の
斡
旋
を
経

て
板
垣
総
理
に
ま
で
要
望
が
出
さ
れ
た
が
、
龍
野
自
身
が
断
っ
た
。
そ

の
た
め
、
栗
原
が
中
心
と
な
り
、
尾
崎
の
慶
應
義
塾
時
代
の
師
匠
で
あ

る
門
野
幾
之
進
と
奥
野
市
次
郎
が
候
補
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
改
進
党
・
自
由
党
の
候
補
者
擁
立
過
程
を
分
析
し
、
地
方
団
体

の
要
望
が
前
代
議
士
の
斡
旋
を
経
て
党
本
部
の
承
認
を
得
て
い
た

(

あ

る
い
は
地
方
団
体
が
党
本
部
の
意
向
を
拒
絶
し
て
い
た)

こ
と
を
一
次

史
料
に
基
づ
い
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
、
第
三
回
総
選
挙
の
獲
得
予
想
票
数
を
分
析
し
、
尾
崎
・
森

本
陣
営
の
勝
因
を
分
析
し
た
。
尾
崎
・
森
本
陣
営
の
勝
因
は
最
大
票
田

の
度
会
郡
で
圧
勝
し
た
こ
と
、
門
野
の
出
身
地
で
あ
る
答
志
・
英
虞
郡

で
、
森
本
を
擁
立
し
た
こ
と
に
よ
り
尾
崎
・
森
本
陣
営
が
善
戦
し
た
こ

と
、
門
野
・
溝
口
が
南
牟
婁
・
北
牟
婁
郡
で
も
尾
崎
・
森
本
に
大
差
を
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つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
推
定
し
た
。

つ
ま
り
、
第
三
回
総
選
挙
で
は
、
尾
崎
が
こ
れ
ま
で
重
点
的
に
遊
説

し
て
き
た
、
好
友
会
を
中
心
と
す
る
度
会
郡
の
地
盤
と
、
森
本
の
答
志
・

英
虞
郡
に
お
け
る
地
盤
に
よ
る
協
力
体
制
が
自
由
党
の
挑
戦
を
阻
ん
だ

と
い
え
る
。
こ
う
し
て
、
三
重
県
第
五
区
を
切
り
崩
そ
う
と
し
た
自
由

党
の
挑
戦
は
失
敗
に
終
わ
り
、
三
重
県
第
五
区
は
好
友
会
＝
立
憲
改
進

党
の
地
盤
と
し
て
確
立
し
て
い
っ
た
。

な
お
、
本
稿
の
分
析
を
通
じ
て
、
尾
崎
の
回
想
録
に
登
場
す
る
、
門

野
が
自
由
党
の
候
補
者
と
な
っ
た
た
め
に
苦
戦
し
た
と
す
る
単
純
な
ス

ト
ー
リ
ー
や
自
由
党
陣
営
か
ら
の
妥
協
案
で
尾
崎
・
門
野
一
名
ず
つ
の

当
選
を
図
っ
た
記
述
な
ど
は
事
実
と
相
違
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
自

由
党
は
龍
野
の
候
補
者
擁
立
を
図
っ
た
後
、
門
野
を
擁
立
す
る
な
ど
迷

走
し
て
お
り
、
尾
崎
陣
営
も
門
野
に
候
補
者
と
な
る
こ
と
を
辞
退
す
る

よ
う
に
迫
る
な
ど
、
な
り
ふ
り
構
わ
な
い
画
策
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た

｢

憲
政
の
神
様｣

尾
崎
行
雄
が
残
し
た
回
想
録
の
再
検
討
も

今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

【
注
】

(

１)

尾
崎
行
雄

『

尾
崎
咢
堂
全
集』

一
一
巻

(

公
論
社
、
一
九
五
五
年)

、

二
五
八
頁
。

(

２)

伊
佐
秀
雄

『

尾
崎
行
雄』

(

吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年)

。

(

３)

阪
上
順
夫

『

尾
崎
行
雄
の
選
挙
―
世
界
に
誇
れ
る
咢
堂
選
挙
を
支
え

た
人
々
―』

(

和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年)

、
七
〇
〜
七
二
頁
。

(

４)

渡
辺
穣

｢

明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙

(

二)

―
好
友
会
の

盛
衰
―｣

(『

法
政
史
学』

七
〇
号
、
二
〇
〇
八
年)

。

(

５)
『

伊
勢
市
史』

四
巻

近
代
編

(

伊
勢
市
、
二
〇
一
二
年)

、
三
〇
七

〜
三
一
七
頁
。

(

６)

加
地
直
紀

｢

第
三
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
尾
崎
行
雄｣

(『

平
成
法
政
研
究』

二
六
巻
一
号
、
二
〇
二
一
年)

。

(

７)

前
掲

『

尾
崎
咢
堂
全
集』

一
一
巻
、
二
〇
九
頁
。

(

８)
『

議
会
制
度
百
年
史

衆
議
院
議
員
名
鑑』

(

衆
議
院
・
参
議
院
、
一

九
九
〇
年)

六
五
八
頁
、
�
新
二

『

日
本
政
治
史
に
残
る
三
重
県
選
出

国
会
議
員』

(

�
新
二
発
行
、
一
九
八
五
年)

三
九
頁
。

(

９)

明
治

(

二
五)

年
一
月
二
六
日
付
小
松
原
英
太
郎
宛
成
川
尚
義
報
告

書

(

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

｢

品
川
弥
二
郎
関
係
文
書｣

八
六
八
、｢

第
二
回
総
選
挙
関
係
電
報｣)

。

(

�)

前
掲

『

伊
勢
市
史』

四
巻
近
代
編
、
三
〇
六
〜
三
〇
七
頁
。
な
お
、

第
二
回
総
選
挙
に
つ
い
て
は
、
加
地
直
紀
氏
が

｢

第
二
回
総
選
挙
と
尾

崎
行
雄｣

(『

平
成
法
政
研
究』

二
五
巻
二
号
、
二
〇
二
一
年)

で
検
討

さ
れ
て
い
る
。

(

�)

明
治

(
二
五)

年

(

二)

月
一
七
日
付
大
隈
重
信
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
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(

早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編

『

大
隈
重
信
関
係
文
書』

三

巻
[

み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
六
年]

、
一
四
八
頁)

。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
五
年
三
月
六
日
号
雑
報

｢

県
会
議
員
候
補
者

近
況

度
会
郡｣

、
一
一
日
号
雑
報

｢

各
郡
県
会
議
員
選
挙
の
結
果

度
会
郡｣
、
一
二
日
号
雑
報

｢

各
地
選
挙
会
の
詳
況

度
会
郡｣

。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』
明
治
二
五
年
三
月
一
六
日
号
雑
報

｢

宇
治
山
田
町
諸

団
体
の
景
況｣

。

(

�)

前
掲
渡
辺｢

明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙(

二)｣

、
五
二
頁
。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
五
年
三
月
二
七
日
号
雑
報

｢

宇
治
山
田
町
会

議
員
当
選
祝
宴｣

。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
五
年
四
月
一
七
日
号
雑
報

｢

好
友
会
の
発
会

式｣

、
五
月
三
日
号
雑
報

｢

好
友
会
の
総
会｣
。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
五
年
六
月
一
六
日
号
雑
報｢

南
勢
の
二
団
体｣

。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
五
年
七
月
二
一
日
号
雑
報｢

高
木
氏
の
誘
説｣

。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
六
年
五
月
九
日
号
雑
報｢
好
友
会
春
期
大
会｣

。

(

	)
『

立
憲
改
進
党
党
報』

一
三
号
党
報

｢

尾
崎
代
議
士
の
報
告
演
説

(

続)｣

。

(


)
『

立
憲
改
進
党
党
報』

一
一
号
党
報

｢

三
重
県
に
於
け
る
演
説
及
懇

親
会｣

。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
六
年
六
月
一
日
号
雑
報

｢

尾
崎
、
島
田
両
氏

等
の
一
行｣

、｢

政
談
演
説
会｣

、｢

尾
崎
代
議
士
の
演
説
筆
記｣

、
六
月

二
日
号
雑
報

｢

尾
崎
行
雄
君
演
説
筆
記｣

。

(

�)

注

(


)

に
同
じ
。

(

)
『

立
憲
改
進
党
党
報』

一
二
号
党
報

｢

尾
崎
代
議
士
の
報
告
演
説｣

、

『

立
憲
改
進
党
党
報』

一
三
号
党
報｢

尾
崎
代
議
士
の
報
告
演
説(

続)｣

。

な
お
、
尾
崎
の
遊
説
日
程
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

六
月
一
七
日
に
度
会
郡
田
丸
町
の
第
二
部
好
友
会
事
務
所
に
赴
い
た

後
、
中
川
村
で
演
説
し
て
改
進
党
へ
の
入
党
者
二
三
名
、
好
友
会
へ
の

加
入
者
二
七
名
を
獲
得
し
た
。
さ
ら
に
、
六
月
一
八
日
に
度
会
郡
七
保

村
、
一
九
日
に
瀧
原
村
・
柏
崎
村

(

入
党
者
二
二
名)

、
二
〇
日
に
北

牟
婁
郡
長
島
村

(

入
党
者
三
五
名)

、
二
一
日
に
相
賀
村

(

入
党
者
二

〇
余
名)

、
二
四
日
に
南
牟
婁
郡
木
本
町

(

入
党
者
多
数)

、
二
五
日
に

阿
田
和
村

(

入
党
者
五
五
名)

、
二
七
日
に
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
新
宮

町
、
二
八
日
南
牟
婁
郡
荒
坂
村
、
二
九
・
三
〇
日
に
度
会
郡
吉
津
村

(

入
党
者
五
〇
余
名)

、
同
三
〇
日
に
中
島
村
、
七
月
一
日
に
南
海
村
、

二
日
に
穂
原
村
・
五
ヶ
所
村
、
三
日
に
神
原
村
・
英
虞
郡
鵜
方
村
、
四

日
に
波
切
村
、
五
日
に
答
志
郡
加
茂
村
で
政
談
演
説
を
行
っ
た
。
入
党

者
の
記
録
は

『

立
憲
改
進
党
党
報』

で
も
曖
昧
な
点
は
あ
る
が
、
こ
の

日
程
の
中
で
二
〇
〇
名
以
上
を
数
え
て
い
る
。

(

�)
『

立
憲
改
進
党
党
報』

一
三
号
党
報

｢

尾
崎
代
議
士
の
報
告
演
説

(

続)｣

。

(

�)
『

立
憲
改
進
党
党
報』

一
九
号
党
報

｢

三
重
県
に
於
け
る
各
地
改
進

党
大
会｣

。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
六
年
六
月
一
五
日
号
雑
報

｢

自
由
主
義
者
の

臨
時
大
会｣

、『

自
由
党
党
報』

四
〇
号
党
報

｢

我
党
支
部｣

。

(
�)

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

｢

龍
野
周
一
郎
関
係
文
書｣

一

六
四
、｢

三
重
県
漫
遊
要
録｣

三
重
紀
行
序
文
。
こ
の

｢

三
重
県
漫
遊

要
録｣
は
龍
野
周
一
郎
に
よ
る
明
治
二
六
年
七
月
一
五
日
か
ら
八
月
一
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日
ま
で
の
三
重
県
に
お
け
る
遊
説
日
記
で
あ
る
。
龍
野
は
長
野
県
出
身

で
、
明
治
一
四
年
自
由
党
に
参
加
し
、
明
治
二
三
年
に
立
憲
自
由
党
の

遊
説
員
兼
事
務
員
と
な
る
。
長
野
県
小
県
郡
会
議
員

(

明
治
二
四
年)

、

長
野
県
会
議
員(

明
治
二
五
年)

に
選
出
さ
れ
る
一
方
、
明
治
三
一
年
、

第
五
回
総
選
挙
で
衆
議
院
議
員
に
初
当
選
し
、
以
後
、
第
六
・
七
・
八
・

一
四
回
総
選
挙
で
当
選
、
自
由
党
―
憲
政
党
―
立
憲
政
友
会
に
所
属
し

た

(

竹
林
昌
子

｢
稀
本
あ
れ
こ
れ

(

四
一
七)

甲
午
西
遊
録｣
[
『

国

立
国
会
図
書
館
月
報』
四
九
九
号
、
二
〇
〇
二
年])

。

(

�)

同
右
、
明
治
二
六
年
七
月
一
五
〜
二
九
日
条
。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
六
年
八
月
一
日
号
雑
報

｢

南
勢
に
於
け
る
星

氏
乃
一
行｣

、
八
月
四
日
号
雑
報

｢
宇
治
山
田
町
に
於
け
る
星
亨
氏
の

演
説｣

、
八
月
五
日
号
雑
報｢

宇
治
山
田
町
に
於
け
る
星
亨
氏
の
演
説｣

。

(

�)
｢

三
重
県
漫
遊
要
録｣

明
治
二
六
年
七
月
二
九
日
条
、『

自
由
党
党
報』

四
三
号
党
報

｢

三
重
県
に
於
け
る
星
氏
の
一
行｣
。

(

�)
｢

三
重
県
漫
遊
要
録｣

明
治
二
六
年
七
月
三
〇
日
条
。

(

�)

自
由
党
の
機
関
紙
と
な
っ
た

『

伊
勢
新
聞』

が
度
会
郡
磯
村
で
自
由

党
員
の
加
盟
者
が
九
〇
余
名
、
度
会
郡
中
島
村
で
は
改
進
党
及
び
好
友

会
を
脱
し
て
自
由
党
及
び
正
義
会
に
加
盟
し
た
者
が
五
〇
余
名
あ
っ
た

こ
と
を
報
じ
て
い
る

(『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
六
年
一
〇
月
一
〇
日
号

雑
報

｢

度
会
郡
に
於
る
吾
党
の
加
盟｣

、『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
六
年
一

〇
月
一
二
日
号
雑
報

｢

度
会
郡
に
於
け
る
吾
党
の
加
盟｣)

。

(

�)
『

自
由
党
党
報』

五
三
号
党
報

｢

本
部
の
通
知
書｣

。

(

�)

前
掲

｢

龍
野
周
一
郎
関
係
文
書｣

一
六
九
、｢

選
挙
の
塵｣

明
治
二

七
年
一
月
一
一
日
条
。

｢

選
挙
の
塵｣

は
明
治
二
七
年
一
月
一
日
か
ら
二
月
四
日
ま
で
の
龍
野

周
一
郎
の
日
記
で
あ
る
。
第
三
回
総
選
挙
に
お
け
る
具
体
的
様
相
が
明

記
さ
れ
た
一
次
史
料
と
し
て
、
そ
の
価
値
は
高
い
。
本
史
料
に
つ
い
て

は
、
中
元｢

日
記
で
読
む
政
治
史

龍
野
周
一
郎
と
明
治
期
の
総
選
挙｣

(

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.ndl.go.jp/nik

k

i/essay/05/

で

｢

三
重
県
漫
遊
要
録｣

と
併
せ
て
紹
介
し
て
お
り
、

参
照
さ
れ
た
い
。

(

�)
『

毎
日
新
聞』

明
治
二
七
年
一
月
一
二
日
号
雑
報

｢

総
選
挙
候
補
彙

報

三
重
県｣

。

(

	)
『

郵
便
報
知
新
聞』

明
治
二
七
年
一
月
三
〇
日
号
雑
報

｢

總
撰
舉
彙

報
地
方

三
重
県
第
五
區
の
新
候
補
者｣

。

(


)
｢

選
挙
の
塵｣

明
治
二
七
年
一
月
二
二
日
条
。

(

�)

注

(

	)

に
同
じ
。

(

�)

明
治

[

二
七]

年

[

一]

付
二
七
日
付
栗
原
亮
一
宛
門
野
幾
之
進
書

簡

(

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

｢

栗
原
亮
一
関
係
文
書｣

二

七)

。

(

)
『

扶
桑
新
聞』

明
治
二
七
年
一
月
五
日
号
雑
報｢

改
進
党
臨
時
大
会｣

。

(

�)
『

読
売
新
聞』

明
治
二
七
年
一
月
一
一
日
号
雑
報

｢

楠
本
正
隆
氏
大

隈
伯
を
訪
ふ｣

。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
一
月
五
日
号
雑
報

｢

第
五
区
に
対
す
る

改
進
党
の
通
牒｣

、
一
九
日
号
雑
報

｢

好
友
会
の
役
員
会
、
森
本
氏
の

入
党｣

。
(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
一
月
二
〇
日
号
雑
報

｢

森
本
氏
は
熟
考

中
な
り｣
、
二
三
日
号
雑
報

｢

新
藩
閥
党
角
前
代
議
士
を
強
迫
す｣

。
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(
�)

『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
一
月
二
四
日
号
雑
報

｢

角
前
代
議
士
の

答
弁｣

。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
一
月
二
四
日
号
雑
報｢

好
友
会
と
角
氏｣

。

(

�)
明
治

(

二
七)

年

(

一)

月
二
五
日
付
大
隈
重
信
宛
尾
崎
行
雄
書
簡

(

前
掲

『
大
隈
重
信
関
係
文
書』

三
巻
、
一
四
九
頁)

。
こ
の
書
簡
が
出

さ
れ
る
四
日
前
の
一
月
二
一
日
に
尾
崎
は
既
に
宇
治
山
田
に
戻
っ
て
お

り
、
尾
崎
自
身
も
選
挙
区
の
状
況
を
良
く
承
知
し
て
い
た

(『

伊
勢
新

聞』

明
治
二
七
年
一
月
二
三
日
号
雑
報｢

尾
崎
愕
堂
選
挙
区
に
帰
る｣)

。

(

�)

注

(

�)

に
同
じ
。

(

�)

注

(

�)

に
同
じ
。

(

�)
『

読
売
新
聞』

明
治
二
七
年
一
月
三
〇
日
号
雑
報

｢

学
堂
、
得
堂
轡

を
並
べ
て
打
て
出
づ｣

、『

日
本』

明
治
二
七
年
一
月
三
〇
日
号
雑
報

｢

選
挙
彙
聞

三
重｣

。

(

	)
『

日
本』

明
治
二
七
年
二
月
一
五
日
号
雑
報

｢
同
盟
、
同
志
政
社
選

挙
の
現
況

(

楠
本
正
隆
氏
の
書
簡)｣

。

(


)
『

日
本』

明
治
二
七
年
一
月
二
二
日
号
雑
報

｢

尾
崎
學
堂｣

、『

伊
勢

新
聞』

明
治
二
七
年
一
月
二
三
日
号
雑
報｢

尾
崎
愕
堂
選
挙
区
に
帰
る｣

。
(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
一
月
三
一
日
号
雑
報

｢

尾
崎
氏
の
二
見

行｣

。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
二
月
三
日
号
雑
報

｢

改
進
党
演
説

(

中

止
解
散)｣

。

(

)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
二
月
一
六
日
号
雑
報

｢

改
派
の
勢
日
に

非
な
り｣

。

(

�)

前
掲

『

尾
崎
咢
堂
全
集』

一
一
巻
、
二
五
八
〜
二
五
九
頁
。

(

�)
『

毎
日
新
聞』

明
治
二
七
年
二
月
一
〇
日
号
雑
報

｢

門
野
幾
之
進
氏

忠
告
を
容
れ
ず｣

。

(

�)
『

万
朝
報』

明
治
二
七
年
二
月
一
五
日
号
雑
報

｢

各
地
候
補
者
談

三
重
県
第
五
区｣

。

(

�)
『

東
京
朝
日
新
聞』

明
治
二
七
年
二
月
六
日
号
雑
報

｢

代
議
士
候
補

談

三
重
県｣

。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
二
月
一
一
日
号
雑
報

｢

門
野
溝
口
両
氏

入
区
の
景
況｣

。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
二
月
一
三
日
号
雑
報

｢

政
談
演
説
会｣

。

(

�)
『

日
本』

明
治
二
七
年
二
月
二
二
日
号
雑
報

｢

選
挙
彙
聞

三
重｣

。

(

�)

前
掲
加
地

｢

第
三
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
尾
崎
行
雄｣

。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
二
月
七
日
号
雑
報

｢

門
野
氏
は
外
教
信

者
に
非
ら
ず｣

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
二
月
一
一
日
号
雑
報

｢

門
野
溝
口
両
氏

入
区
の
景
況｣

、
一
三
日
号
雑
報

｢

尾
崎
行
雄
氏
基
督
教
徒
た
る
の
確

証
を
表
白
せ
ん｣

。

(

�)

注

(

�)

に
同
じ
。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
二
月
二
〇
日
号
電
報｢

板
垣
伯
の
着
田｣

。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
二
月
二
一
日
号
雑
報

｢

板
垣
総
理
一
行

政
談
大
演
説
会｣

、｢

板
垣
総
理
の
一
行
演
説
日
割｣

。

(
�)

『

自
由
新
聞』

明
治
二
七
年
二
月
二
三
日
号
雑
報

｢

選
挙
彙
報

三

重
県｣

。
(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
二
月
二
七
日
号
雑
報

｢

板
垣
総
理
の
応

援
弁
士｣
。
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(
�)

『

東
京
朝
日
新
聞』

明
治
二
七
年
二
月
二
二
日
号
雑
報

｢

板
垣
伯
、

門
野
氏
と
第
一
区｣

。

(

�)
『

東
京
朝
日
新
聞』

明
治
二
七
年
二
月
二
七
日
号
雑
報

｢

森
川
、
栗

原
、
門
野
氏｣

。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
二
月
二
八
日
号
雑
報

｢

第
五
区
改
進
党

の
売
国
演
説｣
。

(

�)

大
日
方
純
夫『
日
本
近
代
の
歴
史
２｢

主
権
国
家｣

成
立
の
内
と
外』

(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年)

、
二
二
五
頁
。

(

�)
『

伊
勢
新
聞』

明
治
二
七
年
三
月
七
日
号
電
報

｢

第
五
区
当
選
者｣

。

[

付
記]

本
稿
作
成
に
つ
き
、
国
立
国
会
図
書
館
の
御
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
こ

に
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
中
京
大
学
文
学
部
教
授)

112


